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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小
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科
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◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ

い
保

健
医

療
福

祉
ビ

ル
２

Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

憲
法
・
平
和
・
い
の
ち
輝

か
そ
う
…
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

第
12
回
全
日
本
民
医
連
・
共

同
組
織
活
動
交
流
集
会
が
９

月
７
〜
８
日
に
神
戸
市
・
国

際
展
示
場
を
中
心
に
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。
２
年
毎
に
ひ
ら

か
れ
る
今
年
は
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
各
地
で
活
動
す

る
健
康
友
の
会
や
医
療
生
協

の
な
か
ま
３
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
で
熱
気
あ
ふ
れ
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸

川
健
康
友
の
会
か
ら
も
東
部

地
域
か
ら
参
加
し
た
50
人
の

の
な
か
ま
と
と
も
に
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
前

会
長
・
宇
都
宮
健
児
さ
ん

は
、
講
演
で
「
多
数
者
だ
け

が
民
主
主
義
で
は
な
い
。
少

数
者
の
人
権
を
守
る
た
め
に

憲
法
が
あ
る
」「
す
ば
ら
し
い

憲
法
を
持
っ
て
い
て
も
飾
っ

て
い
る
だ
け
で
は
し
か
た
が

な
い
。
実
質
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ど
ん
な
行
動
が
必
要

な
の
か
を
教
え
る
こ
と
が
必

要
」「
一
人
ひ
と
り
は
微
力
で

あ
っ
て
も
、
決
し
て
無
力
で

は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
つ

な
が
れ
ば
大
き
な
力
に
な

る
」
と
の
印
象
的
な
言
葉
で

参
加
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
、
全
日
本
民

医
連
の
藤
末
会
長
は
、「
集
団

的
自
衛
権
、
原
発
再
稼
動
、

消
費
税
増
税
で
反
対
が
多
数

と
な
り
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
」

「
社
会
保
障
の
切
捨
て
で
、
貧

困
と
健
康
格
差
が
広
が
り
、

地
域
で
は
人
び
と
の
信
頼
関

係
が
分
断
さ
れ
、
交
通
難

民
、
お
風
呂
難
民
、
買
い
物

難
民
な
ど
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
」「
住
民
の
健
康
づ
く
り

運
動
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
送

迎
サ
ー
ビ
ス
、
支
え
合
い
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、
多
様

な
助
け
合
い
、
た
ま
り
場
づ

く
り
、
自
治
体
へ
の
要
求
運

動
を
す
す
め
る
う
え
で
、
無

差
別
平
等
を
あ
ら
ゆ
る
活
動

の
根
幹
に
据
え
て
と
り
く
み

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
in
神
戸

全
国
各
地
か
ら
三
二
〇
〇
名
が
参
加

憲法・平和・いのち輝かそう
安心して住みつづけられるまちづくりへ

神戸市・国際展示場で開かれた全体会議

前列が江戸川友の会のみなさん

講演をする宇都宮健児さん
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交
流
集
会
で
は
テ
ー
マ
別
に
多
数

の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
数
箇
所
の
分
科
会
に
そ

れ
ぞ
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

居
場
所
づ
く
り
活
動
は

日
常
活
動
が
大
切

桜
井

和
代

居
場
所
づ
く
り
に
元
気
い
っ

ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
の

様
子
に
実
感
。
居
場
所
づ
く
り

の
ネ
ッ
ク
は
場
所
の
確
保
。
そ

れ
ま
で
の
活
動
の
実
績
で
市
の

施
設
の
無
償
提
供
を
受
け
た
、

宣
伝
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た

住
民
か
ら
格
安
で
家
を
借
り
た

等
、
日
頃
の
活
動
が
大
事
と
い

う
事
を
実
感
。
ま
た
、
団
塊
の

世
代
の
男
性
や
子
ど
も
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
（
料

理
教
室
・
夏
休
み
の
子
ど
も
の

自
習
室
）
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

一
之
江
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
ア

イ
デ
ア
と
元
気
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
で
す
。

町
会
や
他
団
体
の
行
事
に

参
加
し
て
、
友
の
会
の
存

在
を
ひ
ろ
め
る

猪
瀬

悠
紀
子

地
域
丸
ご
と
健
康
作
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
15
名
の
演
題
発

表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
も

日
々
苦
労
し
な
が
ら
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
ま
ず
班
を
つ
く

り
、
班
会
で
血
圧
測
定
、
簡
単

な
体
操
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
か

る
た･

ト
ラ
ン
プ･

ゲ
ー
ム
・
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
で
つ
な
が
り
を

深
め
、
友
の
会
の
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
、
お
食
事
会
、
た
ま
り
場

を
つ
く
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
う
。

共
通
し
て
い
た
の
は
、
自
治

体
・
町
会
や
学
校
な
ど
他
団
体

の
行
事
に
協
力
し
て
、
地
元
に

頼
り
に
さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ

と
が
、
会
を
大
き
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
江
戸
川
で
も
そ
う
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

参
考
に
な
っ
た

ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

黒
木

武
義

「
い
の
ち
を
守
る
取
り
組
み
、

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
」
の
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

札
幌
市
北
区
の
石
狩
健
康
友

の
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に

な
っ
て
い
る
の
か
…
の
視
点
で

〝
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〞

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
年

で
９
年
目
と
な
る
活
動
で
、
職

員
と
共
に
取
り
組
み
、
自
治
体

へ
働
き
か
け
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し

た
。
江
戸
川
友
の
会
で
も

10
月

12
日
〝
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〞

を
計
画
し
て
お
り
、
参
考
と
な

る
内
容
で
し
た
。

高
齢
者
の
見
守
り
活
動

や
交
流
集
会久

高

美
枝
子

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
来

年
は

20
年
目
。
港
町
神
戸
は
見

事
に
再
建
さ
れ
て
い
た
。

印
象
に
残
っ
た
発
表
は
、
①

ニ
ュ
ー
ス
の
手
配
り
で
、
独
居

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
孤
独
死
の
場
に

直
面
し
た
こ
と
が
あ
り
、
遺
族

に
連
絡
し
て
感
謝
さ
れ
た
。
②

職
員
と
共
同
で
認
知
症
予
防
講

座
を
開
催
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

の
検
査
を
行
い
、
そ
の
予
備
軍

を
早
期
発
見
し
て
治
療
で
き
て

い
る
。
③
た
ま
り
場
で
の
サ
ー

ク
ル
活
動
、
食
事
会
、
サ
ロ
ン

と
趣
味
の
仲
間
づ
く
り
が
成
功

し
て
い
る
。
④
バ
ザ
ー
で
資
金

集
め
を
し

た
。
⑤
戸
外
活
動

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ･

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
・
旅

行
・
キ
ャ
ン
プ
等
）
で
会
員
の

交
流
が
進
ん
で
い
る
な
ど
。
多

様
な
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

全
会
員
宅
を
地
図
化
し

百
パ
ー
セ
ン
ト
手
配
り

石
井

う
た

「
共
同
組
織
を
大
き
く
す
る
取

り
組
み
」
の
分
科
会
で
は
、
沖

縄
・
福
岡
・
奈
良
・
京
都
・
長

野
・
東
京
な
ど
か
ら
、
地
域
で

で
き
る
こ
と
を
地
道
に
行
な
っ

て
い
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
に
地
域
の

店
を
掲
載
、
高
齢
化
が
進
み

ニ
ュ
ー
ス
の
手
配
り
で
顔
を
見

な
が
ら
配
達
し
て
班
が
増
え

た
、
手
配
り
１
０
０
％
に
す
る

た
め
全
会
員
宅
を
地
図
化
し
名

簿
を
整
理
し
た
、
手
配
り
さ
ん

の
慰
労
会
・
井
戸
端
会
議
的
な

班
会
を
し
て
い
る
、
ミ
ニ
ミ
ニ

健
康
ま
つ
り
な
ど
の
貴
重
な
経

験
は
わ
が
友
の
会
で
も
大
い
に

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

みなさん、『保健師』って知っていますか？

保険のセールスしている人？時折間違えられます

（泣）。区役所にいる人？そう、区役所には保健師さ

んがいます。お子さんがいらっしゃる方は、乳幼児

健診で会ったり、ご自宅に訪問されたりしていると

思います。それ以外で保健師という職業の人に会う

ことって…あまりないですよね。看護師と違って、

保健師という言葉を知っている人はあまりいないか

もしれません。

保健師はインターネットで検索すると、『地区活動

や健康教育・保健指導などを通じて疾病の予防や健

康増進など公衆衛生活動を行う専門家』と書かれて

います。簡単に言うと、看護師は病気の人を看護し

ますが、保健師は病気にならないための予防活動を

行う仕事です。少しイメージできたでしょうか。

南葛勤医協の芝診療所の中には、芝健診センター

があり保健師が５人働いています。芝健診センター

の保健師の主な仕事は、健康診断のフォローと、保

健指導と、産業医契約を行っている企業の産業保健

です。

紙面の都合上全部説明できないので、今回は健康

診断のフォローについてお話します。皆さんは健康

診断を受けたら、ちゃんと結果を見ていますか？結

果を見ても、言葉がわからない。難しい用語が並ん

でいる…そんな時に芝健診センターでは保健師が電

話でお答えしています。こういう結果だったけど、

ほっといていいの？何の検査を受ければいいの？健

康診断の結果の見方や、再検査・精密検査をどうやっ

て受ければいいかなど、電話相談を受けています。

私たちからも、詳しい検査を受けたほうがいい人に

電話で連絡したり、お手紙を書いたりしています。

せっかく受けた健康診断ですから、受けっぱなし

にせず、皆さんが健康でいら

れるよう日々保健師は働いて

います。皆さんも健康診断の

結果を見直して、健診を受け

たところに相談してみてくだ

さいね。

編
集
後
記

▼
福
島
県
白
河
市
に
あ
る
「
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物
館
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
犠
牲
者
の
遺
品
や
記
録
写
真
・

ビ
デ
オ
、
ア
ン
ネ
の
隠
れ
家
模
型
、
当

時
の
子
ど
も
達
の
絵
、
杉
原
千
畝
や
コ

ル
ベ
神
父
の
紹
介
な
ど
ナ
チ
ス
の
時
代

を
学
ぶ
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
▼
仲
間

と
の
鈍
行
旅
行
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

そ
こ
で
開
か
れ
た
中
村
梧
郎
さ
ん
の

「
枯
葉
剤
と
子
ど
も
た
ち
」
写
真
展
と
講

演
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
枯
葉
作
戦

は
敵
味
方
を
問
わ
ず
今
日
も
な
お
異
常

出
産
の
悲
劇
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年

は
沖
縄
の
汚
染
も
発
覚
。
原
爆
・
枯
葉

剤
・
基
地
・
原
発
は
同
根
で
あ
る
と
再

確
認
し
ま
し
た
▼
神
戸
の
活
動
交
流
集

会
に
参
加
し
た
石
井
さ
ん
が
「
友
の
会

ニ
ュ
ー
ス
に
地
域
の
店
を
掲
載
」
と
い

う
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ア
イ

デ
ィ
ア
で
す
ね
▼
シ
リ
ー
ズ
『
役
立
つ

健
康
メ
モ
』
い
か
が
で
す
か
。
医
療
・

健
康
に
関
わ
る
専
門
職
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
現
場
か
ら
丁
寧
に
解
説
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
よ
っ
て
健
康

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
▼

突
然
の
噴
火
。
追
悼
犠
牲
者
。
（
小
林
）

役立つ健康メモ23

保健師の仕事
芝診療所 芝健診センター

保健師 中井亜季子

元
気
を
も
ら
っ
た
分
科
会

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
・
参
加
感
想

前
列
右
か
ら
黒
木
さ
ん
・
久
高

さ
ん
・
石
井
さ
ん
、
後
列
右
か

ら
猪
瀬
さ
ん
・
桜
井
さ
ん
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

十
五
夜
の
水
を
豊
か
に
ダ
ム
暮
る
る

峰
雲
や
舟
が
舟
曳
き
す
れ
ち
が
ふ

葭
五
位
や
叫
び
大
葭
原
の
中

よ

し

ご

い

あ
し

※

葭

五

位

―

鳥

よ

し

ご

い

西
一
之
江

永
井

嶽

遠
景
の
中
に
晩
年
鳥
渡
る

健
診
の
注
射
の
痛
さ
秋
澄
め
り

芋
の
露
お
ち
て
空
し
さ
広
が
り
ぬ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

ま
ま
な
ら
ぬ
足
に
靴
買
う
初
秋
か
な

す
す
き
原
招
く
銀
の
穂
赤
ト
ン
ボ

東
葛
西

細
川

浩

新
涼
や
亡
父
の
香
り
の
床
柱

土
手
に
立
ち
汽
車
に
手
を
振
る
草
紅
葉

三
時
間
目
黒
の
秋
刀
魚
お
預
け
に

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

株
高
は
人
様
の
事
物
価
高

熊
手
氏
が
一
人
の
党
に
な
り
そ
う
な

国
産
は
水
と
薬
味
の
日
本
そ
ば

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

バ
ス
電
車
代
々
木
付
近
は
窓
閉
め
よ

十
六
号
台･

中
・
韓
・
日
訪
問
す

土
俵
よ
り
マ
ス
席
の
女
気
に
な
っ
て

ひ
と

南
葛
西

沖

琉
子

ア
ベ
コ
ベ
の
菅
（
ス
ゲ
ー
）
へ
り
く
つ
だ
ま
さ
れ
じ

お
前
も
か
銃
剣
と
ブ
ル
で
海
う
ば
い

首
相
の
声
言
葉
明
瞭
意
味
不
明

ド

ン

わ
が
家
の
か
わ
い
い
子
ガ
メ
た
ち

西
葛
西

町
田
福
子

２
０
１
２
年
の

10
月
に
ベ
ラ
ン

ダ
で
生
れ
た
５
ひ
き
の
子
ガ
メ
た
ち
。

差
し
上
げ
た
り
、
い
な
く
な
っ
た
り

で
残
っ
て
い
る
の
は
２
ひ
き
で
す
。

亀
戸
天
神
の
近
く
で
同
じ
ぐ
ら
い
の

子
ガ
メ
を
２
ひ
き
保
護
し
た
の
で
、

今
４
ひ
き
飼
育
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
冬
、
家
の
ネ
コ
が

い
た
ず
ら
を
し
て
飼
育
ケ
ー
ス
か
ら

一
ひ
き
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
度

と
な
く
部
屋
中
探
し
ま
し
た
が
、
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

３
週
間
程
た
っ
た
夜
、
飼
育
ケ
ー
ス

の
横
に
現
れ
、
目
を
疑
い
ま
し
た
。

水
も
餌
も
な
く
良
く
生
き
て
い
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
５
月
頃
に
し
っ
ぽ

を
か
じ
ら
れ
短
く
な
っ
て
い
た
子
が
、

左
頬
に
白
く
て
大
き
な
で
き
も
の
が

で
き
、
餌
を
食
べ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
５
月
の
連
休
に
田
舎
に

帰
る
私
は
、
心
配
で
そ
の
子
を
連
れ

て
帰
り
ま
し
た
。
一
日
中
日
光
浴
を

さ
せ
、
水
を
こ
ま
め
に
取
り
替
え
ま

し
た
。
帰
る
頃
に
食
べ
始
め
、
日
に

日
に
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。

悩
み
の
た
ね
は
、
子
ガ
メ
た
ち
を

う
ち
の
ネ
コ
が
器
用
な
手
先
で
蓋
を

開
け
ヒ
ョ
イ
と
取
り
出
し
て
お
も
ち
ゃ

に
す
る
事
で
し
た
。
細
か
い
目
の
金

網
で
蓋
を
作
っ
て
か
ら
は
、
さ
が
し

回
る
事
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
。

毎
朝
、
水
の
取
替
え
と
餌
や
り
を

し
ま
す
が
、
他
の
子
に
噛
み
付
く
子

と
、
し
っ
ぽ
を
か
じ
ら
れ
た
怖
が
り

の
子
と
、
他
２
ひ
き
を
３
つ
の
ケ
ー

ス
に
分
け
て
い
る
た
め
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

今
年
で
２
度
目
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
大
き
い
４
ひ
き
の
親
ガ

メ
と
も
ど
も
、
こ
れ
か
ら
先
も
元
気

で
い
て
ね
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

人
間
が
人
間
殺
す
映
像
を
茶
の
間
に
見
て
ゐ
る
ゆ
う
べ
切
な
き

詩
の
あ
れ
ば
退
屈
の
な
き
一
生
ぞ
と
百
歳
の
母
は
句
集
を
遺
す

ひ

と
よ

宗
次
郎
の
吹
く
笛
の
音
が
ト
ル
フ
ァ
ン
の
砂
漠
の
風
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
て西

葛
西

穂
坂

喜
久
子

名
選
手
最
後
の
舞
台
晴
れ
姿
紅
白
そ
ろ
っ
て
花
を
持
た
せ
る

役
付
の
張
り
手
が
多
し
大
相
撲
真
似
す
る
下
位
に
柏
鵬
な
げ
く

甲
子
園
球
児
の
祭
典
疾
風
す
人
間
形
成
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
り

核
兵
器
廃
絶
デ
ー

日
本
で
も
記
念
集
会

２
０
１
４
年
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
（
広
島
）
。
今
年
の

世
界
大
会
に
は
国
連
代
表
は
じ

め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
８

か
国
の
政
府
代
表
を
含
む

18
ヶ

国
ら
の
代
表
と
、
日
本
各
地
か

ら
７
０
０
０
名
が
参
加
し
大
き

く
成
功
し
ま
し
た
。

今
年
の
世
界
大
会
で
は
被
爆

70
年
に
向
け
て
、
９
月
26
日
に

国
連
が
提
唱
す
る
「
国
際
核
兵

器
廃
絶
デ
ー
」
と
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
昨
年
の
国
連
総

会
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

で
、
今
年
初
め
て
世
界
で
と
り

く
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

こ
の
日
東
京
で
「
被
爆

70

年

へ
、
被
爆
者
と
と
も
に
核
兵
器

廃
絶
を
」
と
記
念
集
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12

月
８
・
９
日
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で

開
か
れ
る
「
核
兵
器
の
人
道
的

影
響
に
関
す
る
第
３
回
国
際
会

議
」
を
運
動
の
大
き
な
節
目
に

し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。ド

イ
ツ
で
は
原
子
力
発

電
所
廃
止
へ

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
と
悲
劇
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
原
子
力

発
電
所
廃
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
日
本
で
も
原
発
を
廃
止
す

べ
き
だ
と
の
声
が
高
ま
り
、
い

ま
な
お
官
邸
前
で
の
金
曜
行
動

が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「

原

子

力

は

基

幹

エ

ネ

ル

ギ
ー
」
と
し
て
、
「
原
発
再
稼

動
」
を
急
ぐ
日
本
政
府
の
態
度

と
は
対
照
的
な
事
実
で
す
。

（
い
ま
原
発
は
全
て
止
ま
っ
て

お
り
、
日
本
で
も
可
能
で
す
）

使
用
済
み
核
燃
料
を
処
理

し
、
保
持
す
る
こ
と
は
（
国
内

に
は
長
崎
型
原
爆
３
０
０
０
発

分
へ
の
転
用
が
可
能
な
プ
ル
ト

ニ
ュ
ウ
ム
が
存
在
）
潜
在
的
な

核
兵
器
保
有
で
す
。
ま
た
原
発

１
基
売
り
込
む
と
５
０
０
０
億

円
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ル
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

に
売
り
込
む
た
め
に
は
現
地
の

原
発
技
術
者
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
訓
練
の
た
め
に
も
再
稼
動

は
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

非
人
道
性
を
告
発
す
る

国
際
政
治
の
流
れ

い
ま
世
界
で

は
、
来
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
核

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
を
焦
点
と
し
て
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
へ
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
が
さ
れ
て
い
ま

す
。国

際
政
治
で
大
き
な
流
れ
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
広
島
と
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
核
兵
器
使
用
の
非
人

道
性
を
告
発
し
、
廃
絶
を
訴
え

る
「
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で

す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
代

表
は
、
こ
と
し
８
月
の
原
水
爆

禁
止
広
島
大
会
で
核
兵
器
の
も

た
ら
す
「
非
人
道
性
を
国
際
社

会
全
体
の
も
の
に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
め

ざ
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
署

名
を
ひ
ろ
げ
よ
う

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
人
び
と
の
努
力
を
集
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
、
被
爆
国
、
日

本
の
草
の
根
の
声
と
行
動
で

す
。原

水
爆
禁
止
江
戸
川
協
議
会

で
は
、
区
民
の
15
％
に
当
た
る

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー

ル
」
署
名
９
万
筆
を
め
ざ
し
て

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
被
爆
70

年
、
２
０
１
５
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
に
向
け
て
、
区
民
の

願
い
を
届
け
よ
う
。
そ
し
て
江

戸
川
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
代

表
を
送
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

エッセイ

江
戸
川
区
か
ら
署
名
９
万
筆
を

江
戸
川
原
水
協
会
長

丸

宗
市

手のひらに乗っていたカメ、

大きくなりました。卵は今年

産まれたもの。まるは10円玉
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楽しく歌って元気

になろう

●毎月 第４土曜日

14時～16時
●葛西みなみ診療所
５Ｆホール

うたごえ喫茶

楽しく体を動かそう！

●毎月 第２土曜日

第４土曜日

●10時30分～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費：200円

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９時30分集合出発
●コースは、参加者の

希望で決めています。

雨天中止。直接集合

場所へ。

楽しく元気になれる

あなたの居場所

●毎週 月曜日

（祝祭日は休み）

●食事代コーヒー付

６００円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく歌いましょう

●10月17日（金）

11月22日（金）

14時～16時
●会費900円

●カラオケ美来にて

●申込先：

新小岩診療所

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングア ミティエ
コ カ リ ナ
サ ー ク ル

木の音色を

奏でませんか

●毎月 第１･３(木)

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５Ｆホール

●入会、見学いつでも

どうぞ。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参加

をお待ちしてお

ります。

私
の
故
郷
は
東
京
都
江
戸
川

区
で
す
。
生
ま
れ
た
の
は
輿
野

お

き

の

宮
三
番
地
（
現
興
宮
）
で
、
今

み
やは

小
岩
大
橋
の
下
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和

21
年
生
ま
れ
で

す
の
で
、
４
才
か
５
才
ま
で
は

輿
野
宮
に
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
後
、
現
住
所
の
松

本
（
現
在
は
東
松
本
）
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
は
、

二
枚
橋
か
ら
我
が
家
ま
で
ほ
と

ん
ど
家
が
な
く
、
片
山
病
院
と

泰
燿
寺
だ
け
で
し
た
か
ら
、
日

が
暮
れ
て
か
ら
は
、
怖
か
っ
た

で
す
。

昭
和

28

年
に
鹿
本
小
学
校

に
入
学
し
ま
し
た
が
、
毎
日
、

新
中
川
の
掘
削
現
場
（
川
底
）

を
通
っ
て
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
学
区
域
が
広
く
、
上
一

色
、
本
一
色
、
松
本
、
鹿
骨
、

篠
崎
か
ら
も
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
今
、
小
岩
か
ら
葛
西
駅
行

き
の
バ
ス
が
通
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
農
業
用
水
で
、
あ
た
り
の

水
田
に
水
を
供
給
し
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
あ
た
り
一
面
水

田
で
し
た
。
片
山
病
院
の
前
は

見
渡
す
か
ぎ
り
水
田
で
、
陣
地

の
方
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

鹿
骨
や
篠
崎
の
方
も
ほ
と
ん
ど

が
水
田
で
し
た
。

４
年
生
で
自
転
車
に
乗
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、
篠
崎
水
門

ま
で
、
自
転
車
で
行
き
ま
し

た
。
誰
と
行
っ
た
の
か
今
で
は

思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
帰
り
に

家
の
近
く
の
橋
を
渡
っ
た
と
こ

ろ
で
曲
が
り
き
れ
ず
に
生
垣
に

衝
突
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
生
垣
は
そ
の
後
も
私

の
た
め
に
何
度
も
災
難
に
遭

い
、
と
う
と
う
大
き
な
穴
が
開

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
私
の
故

郷
は
今
も
昔
も
同
じ
所
だ
け
れ

ど
も
、
昔
の
様
子
は
全
く
な
く

な
り
、
日
々
、
新
し
く
変
化
し

て
お
り
、
時
の
流
れ
の
中
で
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
故
郷
は
時
の
か
な
た
に
消

え
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
ち
ょ
っ
と
切
な
い
気
持

ち
で
す
。

一
面
水
田
だ
っ
た
二
枚
橋
あ
た
り

さわやか喫茶着物リメイクの会

江戸川区

松本 小林美智子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料･お昼持参。

カラオケお楽しみ会小物作りサークル

季節に合わせた小物

を作りましょう

●毎月 第２月曜日

14時～16時

今月は10月20日
●新小岩診療所

３階会議室

（松島4-27-2

℡・3651-2944）

手芸サークル

●毎週 水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが、

作品づくりの実費

をいただきます。

直接会場へ。

一之江センター

▼一之江ハーモラス

●毎月 第２土曜日

14時～16時

▼小物づくり

●毎週 火・木

10時～15時

●一之江内科４階

９月 23 日は、久保山愛

吉さんの命日です。この

日「核兵器はいらない、

核にたよらない平和な社

会」を願って、第五福竜

丸のつどいが夢の島にあ

る福竜丸展示館でひらか

れました。

1954 年３月１日未明、

アメリカは太平洋ビキニ

環礁で水爆事件を行いま

した。ブラボーと名付け

られたこの水爆は、広島

に投下された原爆の 1000

倍以上の巨大な力をもち、大量の放射能がマーシャル

諸島や、周辺で操業中の日本船舶に降り注ぎ、汚染ま

ぐろの投棄を余儀なくされました。第五福竜丸（乗組

員 23 名）は放射能による「死の灰」を浴び、無線長の

久保山さんは半年後に「原水爆の被害者は、わたしを

最後にしてほしい」と言い残し亡くなりました。

久保山愛吉さん没後 60 年の節を迎え、福竜丸平和協

議会の川崎昭一郎さんが講演し、「都立第五福竜丸展示

館は、核兵器と核戦略の現状について、その基礎から

最新の発展に至るまでを正しく理解してもらうための

社会教育施設となっている。小・中・高生の見学者も

多くなっています。福竜丸の保存運動の伝統を引き継

ぎ、次世代に継承・発展させよう」と訴えました。

次世代へ継承・保存を

第五福竜丸展示館は社会教育施設

９
月

20
日
、
「
放
射
能
汚

染
と
原
発
を
な
く
す
江
戸
川

セ
ン
タ
ー
」
の
主
催
で
、
さ

ま
ざ
ま
の
団
体
・
個
人
20
名

が
参
加
し
て
放
射
能
測
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

４
〜
５
台
の
測
定
器
（
平
均

値
を
出
す
）
を
持
ち
、
地
上

５
セ
ン
チ
と
１
メ
ー
ト
ル
で

測
り
ま
す
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

観
覧
車
周
辺
の
あ
ず
ま
や
や

ト
イ
レ
の
雨
と
い
の
下
を
中

心
に
、
通
路
や
草
原
も
測
り

ま
し
た
。
雨
と
い
の
下
と
い

う
の
は
今
ま
で
も
数
値
が
高

く
、
土
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の

対
策
も
と
っ
た
と
こ
ろ
だ
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
高
い
と

こ
ろ
で
０
・
５
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
（
安
全
値
の

20

倍
以
上
）
も
あ
り
ま
し
た
。

舗
装
さ
れ
た
通
路
は
お
お
む

ね
良
好
、
草
原
は
高
め
で

す
。土

曜
日
と
あ
っ
て
、
多
く

の
若
者
や
親
子
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
声
を

か
け
る
方
も
な
く
、
関
心
の

低
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
２
名
の
外
国
人
女
性

が
「
ど
う
で
す
か
。
こ
の
辺

を
よ
く
散
歩
す
る
の
で
気
に

な
る
の
で
す
が
」
と
尋
ね
て

き
た
こ
と
が
、
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
３
年
半
が

過
ぎ
、
今
す
ぐ
ど
う
な
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
け
れ

ど
、
若
者
や
幼
い
子
ど
も
た

ち
が
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
く

環
境
を
よ
く
し
な
け
れ
ば

と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
い
う
測
定
を

継
続
し
、
問
題
提
起
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。（
伊
藤
）

といから落ちる雨だれの下を測る

葛
西
臨
海
公
園
放
射
能
測
定

雨
と
い
の
下
・草
原
は
高
め

特別料金1丁２００円

●毎週月曜日・お食事

会の開催日に受けて

おります。

●ご利用の方は診療所

５Ｆホールまで直接

ご持参ください。

●お問合せは

友の会事務局まで

℡（5679-7130）

友の会包丁研ぎ

久保山さんや大石さんの日記

を朗読する保存会ボランティ

アのみなさん（手前）
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

江
戸
川

長
沢

常
良

十
五
夜
の
水
を
豊
か
に
ダ
ム
暮
る
る

峰
雲
や
舟
が
舟
曳
き
す
れ
ち
が
ふ

葭
五
位
や
叫
び
大
葭
原
の
中

よ

し

ご

い

あ
し

※

葭

五

位

―

鳥

よ

し

ご

い

西
一
之
江

永
井

嶽

遠
景
の
中
に
晩
年
鳥
渡
る

健
診
の
注
射
の
痛
さ
秋
澄
め
り

芋
の
露
お
ち
て
空
し
さ
広
が
り
ぬ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

ま
ま
な
ら
ぬ
足
に
靴
買
う
初
秋
か
な

す
す
き
原
招
く
銀
の
穂
赤
ト
ン
ボ

東
葛
西

細
川

浩

新
涼
や
亡
父
の
香
り
の
床
柱

土
手
に
立
ち
汽
車
に
手
を
振
る
草
紅
葉

三
時
間
目
黒
の
秋
刀
魚
お
預
け
に

▼
川
柳

清
新
町

石
川

優

株
高
は
人
様
の
事
物
価
高

熊
手
氏
が
一
人
の
党
に
な
り
そ
う
な

国
産
は
水
と
薬
味
の
日
本
そ
ば

南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

バ
ス
電
車
代
々
木
付
近
は
窓
閉
め
よ

十
六
号
台･

中
・
韓
・
日
訪
問
す

土
俵
よ
り
マ
ス
席
の
女
気
に
な
っ
て

ひ
と

南
葛
西

沖

琉
子

ア
ベ
コ
ベ
の
菅
（
ス
ゲ
ー
）
へ
り
く
つ
だ
ま
さ
れ
じ

お
前
も
か
銃
剣
と
ブ
ル
で
海
う
ば
い

首
相
の
声
言
葉
明
瞭
意
味
不
明

ド

ン

わ
が
家
の
か
わ
い
い
子
ガ
メ
た
ち

西
葛
西

町
田
福
子

２
０
１
２
年
の

10
月
に
ベ
ラ
ン

ダ
で
生
れ
た
５
ひ
き
の
子
ガ
メ
た
ち
。

差
し
上
げ
た
り
、
い
な
く
な
っ
た
り

で
残
っ
て
い
る
の
は
２
ひ
き
で
す
。

亀
戸
天
神
の
近
く
で
同
じ
ぐ
ら
い
の

子
ガ
メ
を
２
ひ
き
保
護
し
た
の
で
、

今
４
ひ
き
飼
育
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
冬
、
家
の
ネ
コ
が

い
た
ず
ら
を
し
て
飼
育
ケ
ー
ス
か
ら

一
ひ
き
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
度

と
な
く
部
屋
中
探
し
ま
し
た
が
、
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

３
週
間
程
た
っ
た
夜
、
飼
育
ケ
ー
ス

の
横
に
現
れ
、
目
を
疑
い
ま
し
た
。

水
も
餌
も
な
く
良
く
生
き
て
い
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
５
月
頃
に
し
っ
ぽ

を
か
じ
ら
れ
短
く
な
っ
て
い
た
子
が
、

左
頬
に
白
く
て
大
き
な
で
き
も
の
が

で
き
、
餌
を
食
べ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
５
月
の
連
休
に
田
舎
に

帰
る
私
は
、
心
配
で
そ
の
子
を
連
れ

て
帰
り
ま
し
た
。
一
日
中
日
光
浴
を

さ
せ
、
水
を
こ
ま
め
に
取
り
替
え
ま

し
た
。
帰
る
頃
に
食
べ
始
め
、
日
に

日
に
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。

悩
み
の
た
ね
は
、
子
ガ
メ
た
ち
を

う
ち
の
ネ
コ
が
器
用
な
手
先
で
蓋
を

開
け
ヒ
ョ
イ
と
取
り
出
し
て
お
も
ち
ゃ

に
す
る
事
で
し
た
。
細
か
い
目
の
金

網
で
蓋
を
作
っ
て
か
ら
は
、
さ
が
し

回
る
事
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
。

毎
朝
、
水
の
取
替
え
と
餌
や
り
を

し
ま
す
が
、
他
の
子
に
噛
み
付
く
子

と
、
し
っ
ぽ
を
か
じ
ら
れ
た
怖
が
り

の
子
と
、
他
２
ひ
き
を
３
つ
の
ケ
ー

ス
に
分
け
て
い
る
た
め
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

今
年
で
２
度
目
の
冬
を
迎
え
ま
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
の
大
き
い
４
ひ
き
の
親
ガ

メ
と
も
ど
も
、
こ
れ
か
ら
先
も
元
気

で
い
て
ね
。

▼
短
歌

西
瑞
江

豊
田

育
子

人
間
が
人
間
殺
す
映
像
を
茶
の
間
に
見
て
ゐ
る
ゆ
う
べ
切
な
き

詩
の
あ
れ
ば
退
屈
の
な
き
一
生
ぞ
と
百
歳
の
母
は
句
集
を
遺
す

ひ

と
よ

宗
次
郎
の
吹
く
笛
の
音
が
ト
ル
フ
ァ
ン
の
砂
漠
の
風
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
て西

葛
西

穂
坂

喜
久
子

名
選
手
最
後
の
舞
台
晴
れ
姿
紅
白
そ
ろ
っ
て
花
を
持
た
せ
る

役
付
の
張
り
手
が
多
し
大
相
撲
真
似
す
る
下
位
に
柏
鵬
な
げ
く

甲
子
園
球
児
の
祭
典
疾
風
す
人
間
形
成
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
り

核
兵
器
廃
絶
デ
ー

日
本
で
も
記
念
集
会

２
０
１
４
年
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
（
広
島
）
。
今
年
の

世
界
大
会
に
は
国
連
代
表
は
じ

め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
８

か
国
の
政
府
代
表
を
含
む

18
ヶ

国
ら
の
代
表
と
、
日
本
各
地
か

ら
７
０
０
０
名
が
参
加
し
大
き

く
成
功
し
ま
し
た
。

今
年
の
世
界
大
会
で
は
被
爆

70
年
に
向
け
て
、
９
月
26
日
に

国
連
が
提
唱
す
る
「
国
際
核
兵

器
廃
絶
デ
ー
」
と
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
昨
年
の
国
連
総

会
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

で
、
今
年
初
め
て
世
界
で
と
り

く
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

こ
の
日
東
京
で
「
被
爆

70

年

へ
、
被
爆
者
と
と
も
に
核
兵
器

廃
絶
を
」
と
記
念
集
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12

月
８
・
９
日
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で

開
か
れ
る
「
核
兵
器
の
人
道
的

影
響
に
関
す
る
第
３
回
国
際
会

議
」
を
運
動
の
大
き
な
節
目
に

し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。ド

イ
ツ
で
は
原
子
力
発

電
所
廃
止
へ

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
と
悲
劇
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
は
原
子
力

発
電
所
廃
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
日
本
で
も
原
発
を
廃
止
す

べ
き
だ
と
の
声
が
高
ま
り
、
い

ま
な
お
官
邸
前
で
の
金
曜
行
動

が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「

原

子

力

は

基

幹

エ

ネ

ル

ギ
ー
」
と
し
て
、
「
原
発
再
稼

動
」
を
急
ぐ
日
本
政
府
の
態
度

と
は
対
照
的
な
事
実
で
す
。

（
い
ま
原
発
は
全
て
止
ま
っ
て

お
り
、
日
本
で
も
可
能
で
す
）

使
用
済
み
核
燃
料
を
処
理

し
、
保
持
す
る
こ
と
は
（
国
内

に
は
長
崎
型
原
爆
３
０
０
０
発

分
へ
の
転
用
が
可
能
な
プ
ル
ト

ニ
ュ
ウ
ム
が
存
在
）
潜
在
的
な

核
兵
器
保
有
で
す
。
ま
た
原
発

１
基
売
り
込
む
と
５
０
０
０
億

円
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ル
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

に
売
り
込
む
た
め
に
は
現
地
の

原
発
技
術
者
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
訓
練
の
た
め
に
も
再
稼
動

は
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

非
人
道
性
を
告
発
す
る

国
際
政
治
の
流
れ

い
ま
世
界
で

は
、
来
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る
核

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
を
焦
点
と
し
て
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
へ
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
が
さ
れ
て
い
ま

す
。国

際
政
治
で
大
き
な
流
れ
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
広
島
と
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
核
兵
器
使
用
の
非
人

道
性
を
告
発
し
、
廃
絶
を
訴
え

る
「
人
道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で

す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
代

表
は
、
こ
と
し
８
月
の
原
水
爆

禁
止
広
島
大
会
で
核
兵
器
の
も

た
ら
す
「
非
人
道
性
を
国
際
社

会
全
体
の
も
の
に
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
め

ざ
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
署

名
を
ひ
ろ
げ
よ
う

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
あ
ら

ゆ
る
人
び
と
の
努
力
を
集
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
、
被
爆
国
、
日

本
の
草
の
根
の
声
と
行
動
で

す
。原

水
爆
禁
止
江
戸
川
協
議
会

で
は
、
区
民
の
15
％
に
当
た
る

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー

ル
」
署
名
９
万
筆
を
め
ざ
し
て

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
被
爆
70

年
、
２
０
１
５
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
に
向
け
て
、
区
民
の

願
い
を
届
け
よ
う
。
そ
し
て
江

戸
川
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
代

表
を
送
ろ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

エッセイ

江
戸
川
区
か
ら
署
名
９
万
筆
を

江
戸
川
原
水
協
会
長

丸

宗
市

手のひらに乗っていたカメ、

大きくなりました。卵は今年

産まれたもの。まるは10円玉
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交
流
集
会
で
は
テ
ー
マ
別
に
多
数

の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
数
箇
所
の
分
科
会
に
そ

れ
ぞ
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

居
場
所
づ
く
り
活
動
は

日
常
活
動
が
大
切

桜
井

和
代

居
場
所
づ
く
り
に
元
気
い
っ

ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
の

様
子
に
実
感
。
居
場
所
づ
く
り

の
ネ
ッ
ク
は
場
所
の
確
保
。
そ

れ
ま
で
の
活
動
の
実
績
で
市
の

施
設
の
無
償
提
供
を
受
け
た
、

宣
伝
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た

住
民
か
ら
格
安
で
家
を
借
り
た

等
、
日
頃
の
活
動
が
大
事
と
い

う
事
を
実
感
。
ま
た
、
団
塊
の

世
代
の
男
性
や
子
ど
も
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
（
料

理
教
室
・
夏
休
み
の
子
ど
も
の

自
習
室
）
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

一
之
江
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
ア

イ
デ
ア
と
元
気
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
で
す
。

町
会
や
他
団
体
の
行
事
に

参
加
し
て
、
友
の
会
の
存

在
を
ひ
ろ
め
る

猪
瀬

悠
紀
子

地
域
丸
ご
と
健
康
作
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
15
名
の
演
題
発

表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
も

日
々
苦
労
し
な
が
ら
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
ま
ず
班
を
つ
く

り
、
班
会
で
血
圧
測
定
、
簡
単

な
体
操
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
か

る
た･

ト
ラ
ン
プ･

ゲ
ー
ム
・
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
で
つ
な
が
り
を

深
め
、
友
の
会
の
趣
味
の
サ
ー

ク
ル
、
お
食
事
会
、
た
ま
り
場

を
つ
く
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て

も
ら
う
。

共
通
し
て
い
た
の
は
、
自
治

体
・
町
会
や
学
校
な
ど
他
団
体

の
行
事
に
協
力
し
て
、
地
元
に

頼
り
に
さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ

と
が
、
会
を
大
き
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
江
戸
川
で
も
そ
う
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

参
考
に
な
っ
た

ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

黒
木

武
義

「
い
の
ち
を
守
る
取
り
組
み
、

自
治
体
へ
の
働
き
か
け
」
の
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

札
幌
市
北
区
の
石
狩
健
康
友

の
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に

な
っ
て
い
る
の
か
…
の
視
点
で

〝
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〞

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
年

で
９
年
目
と
な
る
活
動
で
、
職

員
と
共
に
取
り
組
み
、
自
治
体

へ
働
き
か
け
て
成
果
を
上
げ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し

た
。
江
戸
川
友
の
会
で
も

10
月

12
日
〝
環
境
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
〞

を
計
画
し
て
お
り
、
参
考
と
な

る
内
容
で
し
た
。

高
齢
者
の
見
守
り
活
動

や
交
流
集
会久

高

美
枝
子

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
来

年
は

20
年
目
。
港
町
神
戸
は
見

事
に
再
建
さ
れ
て
い
た
。

印
象
に
残
っ
た
発
表
は
、
①

ニ
ュ
ー
ス
の
手
配
り
で
、
独
居

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
孤
独
死
の
場
に

直
面
し
た
こ
と
が
あ
り
、
遺
族

に
連
絡
し
て
感
謝
さ
れ
た
。
②

職
員
と
共
同
で
認
知
症
予
防
講

座
を
開
催
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式

の
検
査
を
行
い
、
そ
の
予
備
軍

を
早
期
発
見
し
て
治
療
で
き
て

い
る
。
③
た
ま
り
場
で
の
サ
ー

ク
ル
活
動
、
食
事
会
、
サ
ロ
ン

と
趣
味
の
仲
間
づ
く
り
が
成
功

し
て
い
る
。
④
バ
ザ
ー
で
資
金

集
め
を
し

た
。
⑤
戸
外
活
動

（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ･

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
・
旅

行
・
キ
ャ
ン
プ
等
）
で
会
員
の

交
流
が
進
ん
で
い
る
な
ど
。
多

様
な
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

全
会
員
宅
を
地
図
化
し

百
パ
ー
セ
ン
ト
手
配
り

石
井

う
た

「
共
同
組
織
を
大
き
く
す
る
取

り
組
み
」
の
分
科
会
で
は
、
沖

縄
・
福
岡
・
奈
良
・
京
都
・
長

野
・
東
京
な
ど
か
ら
、
地
域
で

で
き
る
こ
と
を
地
道
に
行
な
っ

て
い
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
に
地
域
の

店
を
掲
載
、
高
齢
化
が
進
み

ニ
ュ
ー
ス
の
手
配
り
で
顔
を
見

な
が
ら
配
達
し
て
班
が
増
え

た
、
手
配
り
１
０
０
％
に
す
る

た
め
全
会
員
宅
を
地
図
化
し
名

簿
を
整
理
し
た
、
手
配
り
さ
ん

の
慰
労
会
・
井
戸
端
会
議
的
な

班
会
を
し
て
い
る
、
ミ
ニ
ミ
ニ

健
康
ま
つ
り
な
ど
の
貴
重
な
経

験
は
わ
が
友
の
会
で
も
大
い
に

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、お

薬を有効に、安全に使用し

ていただく手助けになる

のです。

なぎさ薬局
T E L 0 3- 5 6 79 - 7 1 37／ FAX 0 3 -5 6 7 9 -7 1 3 8

みなさん、『保健師』って知っていますか？

保険のセールスしている人？時折間違えられます

（泣）。区役所にいる人？そう、区役所には保健師さ

んがいます。お子さんがいらっしゃる方は、乳幼児

健診で会ったり、ご自宅に訪問されたりしていると

思います。それ以外で保健師という職業の人に会う

ことって…あまりないですよね。看護師と違って、

保健師という言葉を知っている人はあまりいないか

もしれません。

保健師はインターネットで検索すると、『地区活動

や健康教育・保健指導などを通じて疾病の予防や健

康増進など公衆衛生活動を行う専門家』と書かれて

います。簡単に言うと、看護師は病気の人を看護し

ますが、保健師は病気にならないための予防活動を

行う仕事です。少しイメージできたでしょうか。

南葛勤医協の芝診療所の中には、芝健診センター

があり保健師が５人働いています。芝健診センター

の保健師の主な仕事は、健康診断のフォローと、保

健指導と、産業医契約を行っている企業の産業保健

です。

紙面の都合上全部説明できないので、今回は健康

診断のフォローについてお話します。皆さんは健康

診断を受けたら、ちゃんと結果を見ていますか？結

果を見ても、言葉がわからない。難しい用語が並ん

でいる…そんな時に芝健診センターでは保健師が電

話でお答えしています。こういう結果だったけど、

ほっといていいの？何の検査を受ければいいの？健

康診断の結果の見方や、再検査・精密検査をどうやっ

て受ければいいかなど、電話相談を受けています。

私たちからも、詳しい検査を受けたほうがいい人に

電話で連絡したり、お手紙を書いたりしています。

せっかく受けた健康診断ですから、受けっぱなし

にせず、皆さんが健康でいら

れるよう日々保健師は働いて

います。皆さんも健康診断の

結果を見直して、健診を受け

たところに相談してみてくだ

さいね。

編
集
後
記

▼
福
島
県
白
河
市
に
あ
る
「
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
平
和
博
物
館
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
犠
牲
者
の
遺
品
や
記
録
写
真
・

ビ
デ
オ
、
ア
ン
ネ
の
隠
れ
家
模
型
、
当

時
の
子
ど
も
達
の
絵
、
杉
原
千
畝
や
コ

ル
ベ
神
父
の
紹
介
な
ど
ナ
チ
ス
の
時
代

を
学
ぶ
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
▼
仲
間

と
の
鈍
行
旅
行
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、

そ
こ
で
開
か
れ
た
中
村
梧
郎
さ
ん
の

「
枯
葉
剤
と
子
ど
も
た
ち
」
写
真
展
と
講

演
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
枯
葉
作
戦

は
敵
味
方
を
問
わ
ず
今
日
も
な
お
異
常

出
産
の
悲
劇
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年

は
沖
縄
の
汚
染
も
発
覚
。
原
爆
・
枯
葉

剤
・
基
地
・
原
発
は
同
根
で
あ
る
と
再

確
認
し
ま
し
た
▼
神
戸
の
活
動
交
流
集

会
に
参
加
し
た
石
井
さ
ん
が
「
友
の
会

ニ
ュ
ー
ス
に
地
域
の
店
を
掲
載
」
と
い

う
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ア
イ

デ
ィ
ア
で
す
ね
▼
シ
リ
ー
ズ
『
役
立
つ

健
康
メ
モ
』
い
か
が
で
す
か
。
医
療
・

健
康
に
関
わ
る
専
門
職
の
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
現
場
か
ら
丁
寧
に
解
説
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
よ
っ
て
健
康

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
▼

突
然
の
噴
火
。
追
悼
犠
牲
者
。
（
小
林
）

役立つ健康メモ23

保健師の仕事
芝診療所 芝健診センター

保健師 中井亜季子

元
気
を
も
ら
っ
た
分
科
会

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
・
参
加
感
想

前
列
右
か
ら
黒
木
さ
ん
・
久
高

さ
ん
・
石
井
さ
ん
、
後
列
右
か

ら
猪
瀬
さ
ん
・
桜
井
さ
ん
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診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

荻原 荻原 折茂 折茂 折茂 林

午後２時～

（曜日により診
療時間がこと

なります）

２時～３時
健診･予防接種

３時～５時
一般診療

２時～３時
健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～4時30分
一般診療

２時～３時

健診･予防接種

3時～5時30分
一般診療

荻原 荻原 折茂 折茂

小

児

科

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-71 30 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2014年 10月10日 第43号

８

◆休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉 松村所長 畔上 松村所長
松村（第1.3.5）
三輪（第2.4）

午後
予約外来
松村所長

予約外来
松村所長

休診：
往診など

予約外来
松村所長

休診：
往診など

夜間
18時～19時30分

松村所長 松村所長

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
住野陽平
(訪問診療)

中村美穂
(内科)
田村倫朗
(訪問診療)

馬渕 卓
(内科・糖尿病)
守麻里奈
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
休診

高野所長
休診

休診
往診(高野) 往診(大倉)

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

葛西駅

か
さ

い
保

健
医

療
福

祉
ビ

ル
２

Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
↓

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口
↓

環
七
通
り

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

↑

バスターミナル

ローソン↓

新小岩駅

→

新
小
岩
診
療
所

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

←

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

交
番

パーマ→

今井
街
道

一之
江駅

浦安方面→内

科

市川方面→

本八
幡方
面→

憲
法
・
平
和
・
い
の
ち
輝

か
そ
う
…
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

第
12
回
全
日
本
民
医
連
・
共

同
組
織
活
動
交
流
集
会
が
９

月
７
〜
８
日
に
神
戸
市
・
国

際
展
示
場
を
中
心
に
ひ
ら
か

れ
ま
し
た
。
２
年
毎
に
ひ
ら

か
れ
る
今
年
は
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
各
地
で
活
動
す

る
健
康
友
の
会
や
医
療
生
協

の
な
か
ま
３
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
で
熱
気
あ
ふ
れ
る

集
会
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸

川
健
康
友
の
会
か
ら
も
東
部

地
域
か
ら
参
加
し
た
50
人
の

の
な
か
ま
と
と
も
に
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
前

会
長
・
宇
都
宮
健
児
さ
ん

は
、
講
演
で
「
多
数
者
だ
け

が
民
主
主
義
で
は
な
い
。
少

数
者
の
人
権
を
守
る
た
め
に

憲
法
が
あ
る
」「
す
ば
ら
し
い

憲
法
を
持
っ
て
い
て
も
飾
っ

て
い
る
だ
け
で
は
し
か
た
が

な
い
。
実
質
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ど
ん
な
行
動
が
必
要

な
の
か
を
教
え
る
こ
と
が
必

要
」「
一
人
ひ
と
り
は
微
力
で

あ
っ
て
も
、
決
し
て
無
力
で

は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
つ

な
が
れ
ば
大
き
な
力
に
な

る
」
と
の
印
象
的
な
言
葉
で

参
加
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
、
全
日
本
民

医
連
の
藤
末
会
長
は
、「
集
団

的
自
衛
権
、
原
発
再
稼
動
、

消
費
税
増
税
で
反
対
が
多
数

と
な
り
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
」

「
社
会
保
障
の
切
捨
て
で
、
貧

困
と
健
康
格
差
が
広
が
り
、

地
域
で
は
人
び
と
の
信
頼
関

係
が
分
断
さ
れ
、
交
通
難

民
、
お
風
呂
難
民
、
買
い
物

難
民
な
ど
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
」「
住
民
の
健
康
づ
く
り

運
動
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
送

迎
サ
ー
ビ
ス
、
支
え
合
い
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
、
多
様

な
助
け
合
い
、
た
ま
り
場
づ

く
り
、
自
治
体
へ
の
要
求
運

動
を
す
す
め
る
う
え
で
、
無

差
別
平
等
を
あ
ら
ゆ
る
活
動

の
根
幹
に
据
え
て
と
り
く
み

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
in
神
戸

全
国
各
地
か
ら
三
二
〇
〇
名
が
参
加

憲法・平和・いのち輝かそう
安心して住みつづけられるまちづくりへ

神戸市・国際展示場で開かれた全体会議

前列が江戸川友の会のみなさん

講演をする宇都宮健児さん
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